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１　はじめに
А.Н. アファナーシエフが収集したロシアの
昔話は、ロシア・フォークロアの基本文献の
ひとつであるが、日本語への翻訳が行われて
いない部分が多く残されている。ここでは、
Народные русские сказки А. Н. Афанасьева
に収録されている魔法昔話であって、これまで
日本語訳が公刊されていない作品のうち、змей
もしくは змея が登場するものについて、翻
訳を行った。なお、この条件に該当するのは、
Покатигорошек (No.134), Сказка о молодце-
удальце, молодильных яблоках и живой 
воде (No.176), Царь-девица (No.233), Алеша 
Попович (No.312), Сказка про перстень о 
двенадцати винтах (No.566) の 5 編であるが、
No.134 はベラルーシ語で記録されていること、
No.312 はブィリーナからの翻案と思われること
から省き、No.176, No.233, No.566 の 3 編を訳出
した。
２　若者と若返りのりんごと生の水の話(No.176)
皇帝がいて、皇帝には三人の息子がいた。皇
帝はわが子にこう言う。「夢に見たのだが、とあ
る帝国に、三百の地、三百の国の向こうに、う
るわしのエレーナ姫がいて、生の水と死の水と
若返りのりんごを持っているのだ。お前たち、
手に入れてくれないか？」上の二人の息子はこ
う言う。「父上、どうぞ祝福してください！私た
ちが行って手に入れます」父は二人を祝福し、
二人は出かけた。三番目の息子は八歳で、家に
残った。二年後には、最後の息子もこう言いは
じめた。「私は兄さんたちを探しにいきます。何
かお手伝いができるかもしれません」父は言う。
「どうしてお前のような若い者が異国へ行ったり
できよう？」それから皇帝は考えて行かせてや
ることにした。息子はこういい始めた。「父上！
馬をいただけませんか」皇帝は言う。「行って選
ぶがいい。馬小屋には五百頭いるから」息子は
出かけた。馬の尻を叩くと、どれもぐったりと倒
れてしまう。五百頭の中で一頭も選ぶことがで
きず、父にこう言った。「父上、父上のところの
馬には、選べるものは一頭もいませんでした。
これから野へ、緑の草地へ出かけます。馬の群
れの中で選べないでしょうか？」
野へ出かけた。どんどんと歩いていくと、か
らっぽの場所に小屋があり、小屋の中には老婆
が座っていた。イワン皇子は尋ねる。「やあ、お
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ばあさん、馬の群れはどこにいるか、そして群
れの中にいい馬がいるかどうか、知らないか」
老婆は答える。「なんでいい馬が入用なのかね、
父が五百頭の馬をもっているのに！」イワン皇
子は言う。「父さんのところには私の役に立つ馬
はいない」「もしそうなら、イワン皇子、ここに
村がある、村のそばに山があり、山の上には犬
の代わりに勇士が寝転んでいる。坊さんたちに
訊いてみるがいい、この勇士の葬式ができるか
どうか？勇士は十二枚の鉄の扉と十二個の銅の
錠前と十二本の鎖の向こう側に馬を飼っている。
奴の剣を一本運ぶには、四人がかりの籠が要る」
坊さんたちが現れて、この勇士を葬った。イワ
ン皇子は追善供養の食卓の支度をして、食べ物、
酒、ウオトカなどあらゆる食料や、テーブルと
椅子、ナイフとスプーンを買い占めた。
正教の民は招かれて食事をした。イワン皇子
はこう言う。「正教徒のみなさん、必要なものは
なんでもお持ちなさい！」
すぐにみんなが必要なものを持って行きはじ
め、それぞれの家に持ち帰った。イワン皇子は
ひとり山の上に残った、すると死んだ勇士がこ
う言う。「かたじけない、若きイワン皇子よ、し
かるべく弔ってくれて。私の馬を贈ろう。馬は
奥まった蔵にいて、十二枚の鉄の扉と十二の銅
の錠前と十二本の鎖の向こうだ。わたしの剣と
甲冑も贈ろう。もしできたら自分のものにするが
いい！」イワン皇子は奥まった蔵へ行き、扉を
壊し始めた。こぶしで扉を打ち抜き、馬は鎖を
断ち切る。このようにしてイワン皇子はすべて
の扉を壊し、馬はすべての鎖を断ち切った。こ
の馬は逃げ出して自由になりたかった。しかしイ
ワン皇子は馬のたてがみを掴んでこう言う。「待
て、馬よ、オオカミの肉、40アルティンの痩せ
馬よ！われら、勇ましい若者でなくて、いったい
誰がお前に乗るのにふさわしいというのか？」
馬具をつけ、鞍をつけた。自分の身には勇士の
甲冑をまとい、右手に剣をもち、ガチョウの羽の
ように剣を振り回しはじめた。
皇子は旅立った。長らく騎行したか、短い時
間だったか、あらゆる地を通り過ぎ、三百番目
の国にやってきた、そこには森と水しかなかった。
森の中に細い道が入っていくが、歩いていくか
馬でしか通れない道だった。イワン皇子はこの
道をゆき、小屋に着いた。この小屋に入って行っ
た。そこには美しい娘が暮らしている。娘は皇
子にこう言う。「どこへお出かけになるのでしょ
う？」イワン皇子は答える。「あなたの姉さんの、
うるわしのエレーナ姫のもとへ行きます。生の
水と死の水、若返りのりんごと肖像画を手に入
れるために」「お若い方、私のハヤブサに乗って、
馬は私のところへ置いてお行きなさい」皇子は
ハヤブサに乗って飛び立った。どんどん飛んで
いくと、また小屋がある。入っていくと、小屋の
中には美しい娘が座っている。イワン皇子は尋
ねる。「姉さんのうるわしのエレーナ姫のもとへ
行きたいのだが？」娘は言う。「私のハヤブサに
乗って、自分のは置いてお行きなさい。姉の家
に着くと、十二の教会があって、すべての教会
から縄が張られています。生きて帰ってくるた
めには、縄に引っかからないようにお気を付け
なさい」
イワン皇子はうるわしのエレーナ姫の家に到
着した。部屋のひとつに入り、そして次の部屋
に入った。どちらの部屋でも娘たちが眠っていて、
いずれ劣らず美しい！三つ目の部屋に入ると、
そこではうるわしのエレーナ姫が眠っていて、
そばのテーブルの上には、生の水と死の水と肖
像画が置いてあった。この部屋には庭への出口
があり、庭には若返りのリンゴがある。イワン皇
子は生の水と死の水、うるわしのエレーナ姫の
肖像画を手にとったが、姫に惚れ込んでしまった。
それから庭に出て、リンゴを五つもぎ、プラトー
クで包んで家を出た。ハヤブサに乗って飛び立っ
たが、縄の上を飛び越す時に自分にこう言う。
「私は勇ましい戦士だというのに！縄に引っか
かってみよう」縄に引っかかると、すべての教
会で鐘が鳴りだし、うるわしのエレーナ姫が目
を覚ましてこう言う「なんという無礼者でしょう、
パンだねを開けて、はした金を置いて笑いもの
にするなんて！」いまや叫び声をあげた。「私の
馬を出しなさい、追いついてみせるから」
イワン皇子はエレーナ姫の妹の小屋に着き、
ハヤブサをとりかえて、ふたたび飛び立って旅
を続けた。あとからうるわしのエレーナ姫が追
いかけてきて、妹のところに着き、こう言う。
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「何のためにお前たちに番をさせていると思う
の？何も目に入らないの！無礼者が現れて、パ
ンだねを開けて、蓋の上にはした金を置いて行っ
たのよ」妹は答える。「私も旅に出ていて、ハヤ
ブサを飛ばしていたのですが、ここでは何も気
づきませんでした」うるわしのエレーナ姫はま
たイワン皇子を追って出発した。イワン皇子は
次の小屋に着いて、ハヤブサを勇士の馬と取り
換えた。うるわしのエレーナ姫は二番目の妹の
ところにやってきてこう言う。「お前たちは何を
見ているの！何のためにここで番をしているの？
無礼者が現れて、パンだねを開けて、蓋をせず、
はした金を置いて笑いものにしたのよ」妹は答
える。「私のハヤブサを見てください、汗まみれ
でしょう！私もいま旅から戻ったばかりです」
イワン皇子は三番目の小屋に着き、老婆はハ
ンカチをくれた。「もし追いつかれたらこのハン
カチを投げなさい」うるわしのエレーナ姫が老
婆のところにやってきてこう言う。「お前たちは
何を見ているの、何のためにお前たちに番をさ
せていると思うの？無礼者が現れて、パンだね
を開けて、蓋をせず、はした金を置いて笑いも
のにしたのよ」老婆は答える。「私自身もいま旅
から帰ったところです」
うるわしのエレーナ姫はまたイワン皇子を追
いかけはじめ、追いつきそうになったところで、
イワン皇子はハンカチを投げた―すると恐ろし
い海が広がった。歩いても馬でも越えることが
できない。うるわしのエレーナ姫は岸までやっ
てきて、海をへだてて叫んだ。「私の国にいたの
は誰なの、皇帝ですか皇子ですか、王ですか王
子ですか？」イワン皇子は答える。「私は皇帝で
も王でもなく、年若い皇子です。」「待っている
がいいわ！」とうるわしのエレーナ姫は言った。
「十二年後、私は十二の船を仕立てて行きますか
ら」
イワン皇子は海から離れて別の道へ向かった。
前に来た道ではなく、大きな家にさしかかった。
庭に馬を乗り入れると、庭には尖った柱が立っ
ており、柱には金色の輪が打ちつけられていた。
自分の馬を金色の輪につなぎ、白い小麦を与え
て部屋に入って行った。部屋の中には美しい娘
が座っていて、彼にこう言う。「正教徒の方、こ
んなところへ来てはいけません！　ここには魔
女が住んでいます、ハヤブサに乗ってあちこち
飛び回り、キリスト教徒を捕まえて連れてきては、
辛い目にあわせるのです。私はここでもう12年
過ごしています。もし私を一緒に連れて行って
くれるなら、いいことを教えます。魔女が飛ん
できて、あなたをベッドに寝かせようとしたら、
壁際に寝ないこと！」魔女が飛んできて、皇子
を壁際に寝かせようとしたが、皇子は壁際には
寝なかった。「馬のところへ行かないと」と言っ
て。魔女は自分が壁際に寝て、イワン皇子は端
から、間髪を入れず三つのねじをすべて抜いた。
魔女は穴倉へ落ちた。
皇子は美しい娘を連れて出発した。その場所
からたくさん離れたか、少しだったか、見ると
道に穴があり、穴のそばに二人の人間が横たわっ
ている。イワン皇子は尋ねる。「あなたがたはど
なたですか、何を待っているのですか？」「おや、
イワン皇子！おまえの兄さんだよ」「兄さんたち、
何を見ていたのですか？」「美しい娘が閉じ込め
られているんだ」イワン皇子は彼らに言った。
「私は生の水と死の水と若返りのリンゴを持って
いるので、保管していて下さい、そして私をこ
の穴へ下ろしてください。そこから美しい娘さ
んを連れてきましょう。娘さんを引っ張り上げた
ら、私のために綱を下ろしてください。」イワン
皇子はすぐに穴へ降りて行き、美しい娘さんを
探しだし、綱に結びつけた。兄さんの皇子たち
は引き上げはじめ、娘さんを引き上げてしまうと
こう言い合った。「弟に綱を下ろすのはやめよう。
僕たちには全部揃っている。生の水、死の水、
若返りのリンゴ、うるわしのエレーナ姫の肖像画、
そしてそれぞれ花嫁もいる」ふたりはイワン皇
子の馬も連れて行こうとした。馬を捕えようとし
たが、馬は思い通りにならず、捕まらなかった。
兄さんたちは父親の家に向かった。イワン皇
子はその穴の中で泣きに泣いた。そこでたくさ
ん歩いたか、わずかな時間だったか、下の世界
にやってきた。小屋があるのに気付いた。小屋
の中には年老いた老婆が座っていて、イワン皇
子はこう言う。「おばあさん、なんとかして上の
世界に帰らせてくれないだろうか？」老婆は答
える。「イワン皇子さま、それはむりです！こん
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な具合なのです。我が国の皇帝には三人の娘が
あって、大蛇の餌食にするために連れて行かれ
るのです。皇帝をお助けすることができたら、
皇帝もあなたをそのままにしないでしょう。幸運
を祈ります。馬と甲冑と剣をあげましょう」
イワン皇子は足の速い馬に鞍を置き、鋳物の
甲冑をまとい、手に剣をもって、大蛇が飛来す
る場所へでかけた。到着すると、そこではずっ
と前から皇女が岩の上に座って、残忍な大蛇を
待ち受けていた。イワン皇子は皇女に尋ねる。
「皇女さま、ここで何を待っているのですか？」
皇女は悲しげに言う。「お若い方、お行き下さ
い！私は大蛇の餌食となるために連れてこられ
たのです」「それより、私の頭の中を探してくだ
さい。海で波が揺れ始めたら私を起こしてくだ
さい」皇女の膝に横になり、眠ってしまった。
海の波が揺れはじめ、美しい娘はイワン皇子を
起こそうとしたが、どうしても起こすことができ
なかった。大いに悲しんで、皇女の目から涙が
流れ、皇子の頬に落ちた。皇子は目を覚まして
こう言う。「あなたの涙でやけどしましたよ！」
八つの頭を持つ大蛇が皇女を食べようとして
飛んできて、イワン皇子に言う。「お前はなぜこ
こにいるのだ、シャツの蚤め」イワン皇子は大
蛇に言う。「お前はなぜだ、頭だらけのシラミの
卵め！キリスト教徒を食べて、満腹することを知
らない！」「お前を食べてやる！」「いや、その前
に強力な肩を相手ににじたばたするがいい」大
蛇は言う。「海に橋を作れ、そうしたらお前と戦
おう」「なんだと！私はキリスト教徒だが、お前
はちがう。お前が橋を作れ」大蛇が一吹きした
だけで、海に氷の橋ができた。ふたりは戦い始
めた。大蛇はあちらこちらと走り回り、イワン皇
子を打ったが、頭から帽子が落ちただけだった。
イワン皇子が勇士の馬に乗って走り回り、大蛇
を打つと、たちまち殺してしまった。馬を飛び
下りて、大蛇を岩の下に入れた。美しい娘のと
ころへ馬で行き、別れを告げると、皇女は記念
に自分の金の指輪を与えた。このとき、皇帝の
もとから禿で手曲がりのマカールカが派遣され
てきた。大蛇が飛び去った後娘の骨を集めるた
めだった。マカールカはイワン皇子が大蛇を殺
すのを見ていた。皇女のところへ駆けよるとこ
う言う。「父親には、私がお前を死から救ったと
言え。さもなければこの場で殺してやる！」皇
女は驚いて言った。「わかりました、おまえのい
いようにしなさい！」宮殿に戻ってくると、マ
カールカは皇帝にこう言う。「私があなたの娘の
命を守り、大蛇を殺して岩の下に入れました」
時がたち、別の大蛇が皇帝に命令を送ってきて、
娘を自分のもとへ、餌食に差し出すようにといっ
た。マカールカは皇帝に言う。「わたくしによい
サーベルをください、また大蛇を殺します！」そ
して二人目の皇女を大蛇のもとへ餌食に連れて
行った。連れて行くと岩の上に座らせ、自分は
一番高い松の木によじ登った。皇女は岩の上に
座って涙を流している。イワン皇子がやってきて、
馬から降り、娘のそばに座って言う。「私の頭の
中を探してください、海で波が揺れ始めたら、
すぐに私を起こしてください」海で波が揺れは
じめ、皇女はイワン皇子を起こそうとしたが、
熱い涙が皇子の頬に落ちるまで、起こすことが
できなかった。皇子は目を覚ましてこう言う。
「なんと長い間起こさなかったのです！」十の頭
の大蛇が飛来してイワン皇子に言う。「シャツの
蚤め、お前は何をしているのだ」イワン皇子は
大蛇に言う。「お前はなんだ、頭だらけのシラミ
の卵め！やってきてはキリスト教徒を食べると
は？」「お前も食べてやるぞ！」「いや、その前に
私と戦え！」「では海に橋を作れ」「私はキリスト
教徒だが、お前は違う。お前が作れ」
大蛇が一吹きするだけで氷の橋ができた。ふ
たりは戦い始めた。大蛇は走り回ってイワン皇
子を打ったが、皇子は馬に乗ったまま、少しぐ
らりと揺れただけだった。イワン皇子が剣で大
蛇を打つと、一打ちで五つの頭が落ちた。そし
てもう一打ちすると、大蛇を殺した。皇女は皇
子に金の指輪を贈った。皇子は受け取ると、老
婆のもとへ帰った。そこへ禿で手曲がりのマカー
ルカが松の木から下りてきて、自分のサーベル
を持つと、岩に何度も打ちつけて、持ち手まで
壊した。皇女のところへ来るとこう言う。「いい
か、父親には、私がお前を死から救ったと言え、
さもなければお前を殺すぞ！」ふたりは宮殿に
帰ってきて、マカールカは皇帝に言う。「娘御を
死からお守りしました。奮闘したのでサーベル
若者と若返りのりんごと生の水の話(No.176)　他　—アファナーシエフ収集「ロシア民話」より—
― 154 ―
がぼろぼろです！」皇帝は末の娘を嫁にやると
約束した。
それから十二の頭の大蛇が手紙をよこし、皇
帝の娘を食べるから差し出せと要求した。マカー
ルカは三番目の皇女を大蛇の餌食に連れて行き、
岩の上に座らせ、自分は恐ろしいので前よりも
高い木に登った。皇女は座って激しく泣いている。
皇女のもとへイワン皇子がやってきて言う。「私
の頭の中を探してください、海で波が揺れ始め
たら、すぐに私を起こしてください」海で波が
揺れはじめ、皇女はイワン皇子を起こそうとした。
皇子は跳び起きて自分の良馬に乗った。十二の
頭の大蛇が飛来して言う。「シャツの蚤め、お前
はなぜこんなところをぶらぶらしているのだ」
「お前はなんだ、頭だらけのシラミの卵め！やっ
てきては人々を食べるのか？」「お前も食べてや
る！」「いや、その前に強力な肩を相手ににじた
ばたするがいい」大蛇は言う。「お前は、私の兄
たちを殺したのと同じように私も殺せると思って
いるだろう？私は違うぞ！」
ふたりは野に出て戦い始めた。イワン皇子が
馬に乗って走り回ると、大蛇の頭が六つ落ちた。
大蛇は頼む。「一息入れさせてくれ！」しかしイ
ワン皇子の馬はこう言う。「一分も休ませてはい
けません！」皇子はさらに剣で打ち、大蛇を殺
した。皇女は皇子に自分の金の指輪を贈った。
イワン皇子は大蛇をつかむと岩の下に置いて、
自分は老婆のところへ向かった。マカールカは
たちまち木から下りてくると、皇女を皇帝のとこ
ろへ連れて帰った。皇帝は喜びのあまり口もき
けないほどで、マカールカに感謝し、すべての
正教徒を自分のもとへ呼び集め、音楽を流しな
がらこう言う。「演奏をする者には祝いとして
たっぷりとほうびをとらせよう」
すべての人々とすべての音楽家たちが集まっ
た。イワン皇子は三アルティンのバラライカを買
い、皇帝の家に行って演奏を始めると、人々は
みな驚いた。皇子のバラライカはこんな音を立
てて口をきいたのだ。「娘さん、娘さん！異国に
いる私を忘れないでおくれ」皇帝の娘たちは彼
にウオトカを持ってきた。皇子は一人の皇女の
酒を飲み干すと、コップに金の指輪を入れた。
皇女が贈ったものだ。次の皇女の酒を飲み、同
じようにした。三人目の皇女の酒を飲み、指輪
を取り出した……。そのとき皇女たちは皇子に
気づき、声をそろえてこう叫んだ。「これこそ私
たちを自由にしてくれた人、禿のマカールカで
はない！」マカールカは抗弁しはじめた。「大蛇
をみんな殺したのは私だ。行こう、私が大蛇の
身体をどこに入れたか見せるから」見に行った。
マカールカは岩を持ち上げようとしたが、どん
なに力を入れても持ち上げられなかった。「おや、
岩が沈んだようだ！」と言う。しかしイワン皇子
が近寄ると、岩を持ち上げて、大蛇の身体と頭
を見せた。皇帝はマカールカを大砲で撃つよう
命じた。
そこでイワン皇子は皇帝に、自分を上の世界
に送ってくれるよう頼み、皇帝はハヤブサを呼
ぶよう命じて、ハヤブサにイワン皇子を向こうの
世界に送り届けるよう命じた。ハヤブサは皇帝
に言う。「牛肉を四切れください、それぞれ百
プードのものを」皇帝は牛肉を用意した。ハヤ
ブサは自分に四切れの牛肉を縛りつけ、イワン
皇子を乗せて飛び立った。飛びに飛んで、食べ
物を求めた。イワン皇子は投げてやったが、牛
肉をすべて投げてやったのに、また欲しがった。
皇子は味のついていない肉を投げてやったが、
それをすっかり投げてやっても、ハヤブサはま
だ欲しがる。自分の服を投げてやり、すっかり
投げてしまうと、もう何も投げるものがなくなっ
たが、ハヤブサはまだ欲しがる。「なければ下へ
おちてしまいます！」と言う。イワン皇子は自分
のふくらはぎをもぎ取って投げてやり、ハヤブサ
は食べて皇子と共に上の世界に飛び込み、そこ
でハヤブサは咳き込んで、ふくらはぎと服を吐
き出した。
イワン皇子は父親のところへ着いて挨拶をし
た。父は言う。「息子よ、言ったではないか、お
前は行くでない、と！お前の兄さんたちが何もか
も持ってきてくれた。生の水も、死の水も、若
返りのりんごも、うるわしのエレーナ姫の肖像画
も」イワン皇子は父に答えた。「しかたないです
ね。兄さんたちはついてましたね！」
十二年が過ぎ、うるわしのエレーナ姫が海を
渡ってやってくる、十二隻の船で、二人の息子
を連れてきた。船が着くやいなや、大砲を撃ち
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２　天下の美女(No.233)
とある国に皇帝と皇妃が暮らしており、ふた
りにはヴァシーリー皇子という息子がいて、皇
子にはお守り役をつけていた。皇妃が死に、皇
子は母がいなくなった。皇帝は考える。息子に
嫁をとらせるか、自分が妻をめとるか？自分が
妻をめとることにした。若い妻をめとり、彼女は
家の中をすべて取り仕切り、ヴァシーリー皇子
にとっては意地悪な継母となった。皇帝は妻と
しばらく暮らしたが、病気になり、死んだ。皇
妃はお守り役とねんごろになった。あるときヴァ
シーリー皇子がお守り役を呼んだ。「街の城壁を
散歩しよう」「参りましょう、皇子様！」
二人は出かけた。たっぷり散歩して、街の城
壁を下りると、突然石の塔から皇子に、三つの
声が呼びかけた。獅子と大蛇とカラスだった。
「私たちを自由の身にしてください、ヴァシー
リー皇子！三つの死からあなたをお助けします」
皇子はお守り役に尋ねる。「聞こえるか、街の城
壁に何が隠れているのだろう？」「いいえ、ヴァ
シーリー皇子！何も聞こえません」「何も聞こえ
ないなら、永遠に聞こえないままでいればいい
さ！」二人は家に帰った。夜、ヴァシーリー皇
子は早く就寝し、お守り役を下がらせた。お守
り役は喜んで皇妃のところへ走った。
そして皇子はしばらくの間待ち、静かに起き
出すと、25プードの鉄の棒をもって、窓から這
い出して街の城壁に向かった。一・二度打って
塔を壊した。そこからは獅子と大蛇とカラスが
出てきて皇子をぐるりと取り囲み、指示を与え
はじめた。「お聞きなさい、ヴァシーリー皇子、
われらの指示を！生みの父母がいた頃、お二人
は長い間あなたに花嫁を探していて、ようやく
見つけたのです。三の九倍の地のかなた、三十
番目の帝国で、あなたのために、天下の美女を
嫁にもらいたいと求め、約束を交わしました。
あなたは他の娘を娶らず、彼女は他の男には嫁
がないと。約束が果たされないままあなたを待っ
て、まもなく十二年になります。明日、グースリ
をもって船に乗り、海に遊びに行きなさい。海
に出てすぐにグースリを弾き始めると、天下の
美女があなたのところに来るでしょう。でも気を
つけて。眠くなるでしょうけど、寝てはいけませ
んよ！もし眠ってしまったら、娘はあなたを起こ
してくれず、また帰ってしまうでしょう。もう一
つ気をつけて、ヴァシーリー皇子、朝、あなた
を死が待っています」「どんな死ですか？」と皇
子は尋ねる。「継母が蛇の脂身で薄焼きパンを三
枚焼き、あなたに出すように命じます。食べて
はじめてこう言う。「罪人を引き渡せ！」うるわ
しのエレーナ姫が一吹きすると、船団から皇帝
の宮殿まで水晶の橋がかかった。皇帝は年上の
息子たちに言う。「お前たち、行きなさい！罪人
はきっとお前たちだ」二人は水晶の橋を渡りは
じめた。うるわしのエレーナ姫は望遠鏡で眺めて、
子どもたちにこう言う。「行きなさい、おまえた
ち、おじさんたちに鉄の棒をふたつ御見舞しな
さい」子どもたちは出て行って、棒で打ちはじ
めると、逃げ帰るのがやっとだった！　皇子た
ちはなんとか宮殿までたどりついた。
うるわしのエレーナ姫はふたたび大砲を撃ち
はじめた。「罪人を引き渡せ！」と言う。そこで
皇帝は末の息子を呼びに行かせた。「罪人はきっ
とお前だ、イワン皇子、何をしでかしたのか！」
イワン皇子は水晶の橋を渡り始めた。うるわし
のエレーナ姫は望遠鏡で眺めてこう言う。「行き
なさい、おまえたち、お父さんの手を引いて、
礼を尽くしてここへ連れていらっしゃい」その
あとうるわしのエレーナ姫はイワン皇子に嫁ぎ、
イワン皇子は父に、兄たちが自分を穴に落として、
生の水と死の水、若返りのリンゴとうるわしの
エレーナ姫の肖像画を奪ったことを語った。皇
帝は兄たちをただちに大砲で殺すよう命じた。
彼ら、神のしもべは、野原へ引き出されて処刑
された。イワン皇子はうるわしのエレーナ姫と
暮らしはじめた。
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はいけません、ポケットに入れておきなさい。悪
いことはみんな、すぐにわかります」
言われたとおりになった。皇子は薄焼きパン
をポケットに入れて街の城壁の外へ出かけた。
ポケットの中で何かが這う音が聞こえた。ポケッ
トに手を入れて毒蛇を引き出し、もう一度入れて、
蛇を引き出し、三度目に入れて、蛙を引き出した。
「獅子と大蛇とカラスが言ったことは本当だった。
もし薄焼きパンを食べていたら、これがみんな
腹の中で生まれていたんだ！」皇子は家に帰り、
グースリを持つとお守り役に言う。「船に乗って
海に遊びに行こう」お守り役は継母のところへ
注進に走った。「皇子は海に遊びに行きたがって
いて、グースリをもっていきます」皇妃は彼に
言う。「この銅のピンを皇子のカフタンの襟に留
めなさい。すると皇子はぐっすり眠ってしまって、
誰がどうやって来ようと、絶対に起こすことが
できないのですよ！」
お守り役はピンをもって皇子と一緒に波止場
にでかけ、船に乗って、広々とした海に出発した。
ヴァシーリー皇子はグースリを弾き出した。その
演奏を、天下の美女が三の九倍のかなたの地で
耳にして、六つの軍隊を立ち上がらせ、軽い船
に急いで乗り、出発した―ヴァシーリー皇子の
もとへ。皇子は三露里のかなたから帆を見つけて、
お守り役にこう尋ねた。「あれは誰の船がやって
くるのだろう？」「どうして私にわかりましょ
う！」お守り役はそう答え、同時にピンを取り出
すと、カフタンの襟に留めた。「ああ！なんだか
眠くなった」皇子はこう言うと、横になってぐっ
すり眠ってしまった。
天下の美女がやってきて、自分の船からヴァ
シーリー皇子の船のタラップへと降りた、皇子
のほうへ近づいて、キスして起こそうとしたり、
ベルトを揺すったり、優しい言葉をかけたりした。
だめだ、起こすことができなかった。美女はお
守り役に言う。「ヴァシーリー皇子に、私からの
お辞儀を伝えて、夕方から寝ておきなさい、私
のことは悲しまないように、と言ってください。
明日私はもう一度来ましょう」こう言うと行って
しまった。天下の美女が一～二露里遠ざかって
いくやいなや、お守り役は、叫んでももう美女に
声が届かないこと、手を振っても無益なことを
見てとり、ピンを抜いた。ヴァシーリー皇子は目
覚めて、お守り役に物語りはじめた。「夢で、小
鳥か何かが私の周りをうろうろして、悲しそうに
さえずっていたみたいだった、なんだか今でも
気が滅入る！」お守り役は答える。「小鳥がうろ
うろしていたのではありません、美しい天下の
美女がうろうろして、あなたにキスをしたり、撫
でたり、ベルトを揺すったりしたのですが、起こ
せなかったのです。去るときにこう言っていまし
た。若い身の皇子様が寝るのは夜からにするよ
うに、朝早く起きて、もう一度ここへ来るように
と」
ヴァシーリー皇子は家に帰ると夕方から床に
就いた。しかし悲しくて切なくて、ぐっすり眠る
ことはできなかった。朝早く起きると、お守り役
にこう言う。「船に乗って海に遊びに行こう」お
守り役は継母のところへ注進に走り、ヴァシー
リー皇子がまた海に行こうとして、よく鳴るグー
スリをもっていきます、と言った。「ピンがもう
一つあります」と皇妃は彼に言う。「昨日とまっ
たく同じようにするのですよ」お守り役はピンを
持つと皇子と一緒に波止場に向かった。船に乗っ
て海へ出かけた。ヴァシーリー皇子はグースリ
を弾き出した、とてもやさしく、甘く、言葉にな
らないほどだ。演奏を聞いて、天下の美女はじっ
としていられず、すぐに立ち上がると大きな声
で叫んだ。「船乗りたち！鉄の碇を上げ、精巧な
帆を張り、ヴァシーリー皇子のもとへ航海する
支度をするのです。起きないほど眠ってしまう
前に皇子のもとへ行かなければ」
美女の船は海をすすみ、飛ぶのが速い鳥のよ
うだった。三露里のかなたから、ヴァシーリー
皇子は白い帆を見つけて、お守り役に尋ねた。
「あれは誰の船がやってくるのだろう？」「どうし
て私にわかりましょう！」お守り役はそう答え、
ピンを取り出すと、皇子のカフタンの襟に留めた。
眠気がヴァシーリー皇子をとらえた、皇子は冷
たい水で顔を洗った、なんとかして眠気をさま
そうと思ったのだ！やはりだめで、若者は耐えき
れず、デッキに倒れて死んだように眠ってしまっ
た。天下の美女がやってきて、ヴァシーリー皇
子の船のタラップへと降りた、皇子のほうへ近
づいて、キスして起こそうとしたり、ベルトを揺
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すったりしたが、起こせなかった。しぶきをか
けたり、冷たい水を注いだりした。なんとか目を
覚ましてくれれば！だめだ、何も効果がなかった。
美女は手紙を書いて、皇子の白い胸元に置いて、
自分の船に戻って帰ってしまった。手紙にはこ
う書かれていた。「さようなら、ヴァシーリー皇
子！三度来ることはありません。私を愛する人は
自分で探します！」
天下の美女が出航して、叫んでももう美女に
声が届かないこと、手を振っても無益なことを
見てとるやいなや、お守り役はすぐにピンを抜
いた。ヴァシーリー皇子は目覚めてこう言う。
「どういうことだ？二度目に夢をみた、小鳥か何
かが私の周りを長い間うろうろしていた」お守り
役は答える。「小鳥がうろうろしていたのではあ
りません、美しい天下の美女がうろうろして、あ
なたにキスをしたり、撫でたり、ベルトを揺すっ
たり、冷たい水を浴びせたりしたのですが、起
こせなかったのです」「この胸元の紙はなんだろ
う？」「これは美女が手紙を書いたのです」ヴァ
シーリー皇子は手紙を開いて読み、涙を流して
泣き出した。「獅子と大蛇とカラスが言ったこと
は本当だった、寝ないように言われていたのに。
避けられないことだったのだ！」激しく立腹して
家に帰り、白い手に武器を持ち、悲しみを紛ら
わすために緑の庭へ行った。愛するリンゴの木
の上に黒いカラスが止まっていて、こう鳴いた。
「カー、カー、ヴァシーリー皇子様！　言われた
とおりにせず睡魔に負けた、いまや責める相手
は自分ですよ！」「なんだと」皇子は考える。「鳥
にまで嘲笑されるとは！」すぐに武器を取ると、
引き金を引いて、カラスの右の翼を折った。
心はますます滅入って、野へ出た。どんどん
歩いていくと、馬の群れを放牧している牧夫に
出会った。「神様が群れを養うのをお助けくださ
るように！」とヴァシーリー皇子は言う。「よう
こそ、ヴァシーリー皇子！」「どうして私を知っ
ているのか？」「存じ上げないはずがありましょ
うか、お父上のもとで三十年間牧夫としてお勤
めしました。白いシャツ・ソロチンスクの帽子の
イヴァーシュカと申します。その前は第一司令
官でした、お父上のお怒りを買って、罰として
牧夫にされたのです」「白いシャツのイヴァー
シュカ、私に合う馬を知らないか？もし私によい
馬を探し出してくれるなら、決して忘れないで、
いつか時がきたら再び第一司令官にしよう」イ
ヴァーシュカは彼に言う。「あなたの力を見なけ
れば、馬を選ぶこともできません。あそこに柳
の茂みがあります、あれを根こそぎ引き抜けるか、
やってみてください」
ヴァシーリー皇子は茂みをつかんで根こそぎ
引き抜いた。茂みの下には鋼の刀と、戦闘用の
棍棒と、勇士の馬具が一揃いある。あぶみは三
プード、鞍は二十五プード、戦闘用の棍棒は
五十プード。「皇子さま、ここでお待ちください」
白いシャツ・ソロチンスクの帽子のイヴァーシュ
カはそう言う。「朝、馬の群れをここへ連れてき
ます、すべての馬の先頭に雌馬がいるでしょう、
その馬の後ろには牡馬がいます。二匹は水に入っ
て遠くへ向かって泳ぎだすでしょう、しかし太
陽が真上から移動して暑さが過ぎ去ると、牡馬
は雌馬を緑の草原に追い立てるでしょう。その
とき、ぼんやりしてはいけません。牡馬が岸に
ついたところで、すぐに耳の間を棍棒で打ちな
さい。」
言われたとおりになった。翌日ヴァシーリー皇
子はちょうどよい折を待ち受けて、戦闘用の棍
棒で牡馬の耳の間を打ち、牡馬は膝をついた。
若者は馬に、三プードの馬具を装着し、チェル
ケスの鞍をつけて馬に乗った。牡馬は勇士に打
たれたあと正気に戻ると、ヴァシーリー皇子を
乗せて、谷間や草原、高い山々を駆け巡った！
わずかな休みも取ることなく、三昼夜駆け回り、
馬からは汗でなく、赤い血が流れた。そしてよ
き馬は人の声でこう言った。「おお、ヴァシー
リー皇子！私を明け方三回のあいだ自由にさせ
てください。青い海で水浴びをして、露の中で
転げまわって、あなたの忠実なしもべになりま
す」皇子は馬を放してやった。馬は三日間遊び
まわり、強くて立派になって戻ってきた、これ以
上の馬は見たことも聞いたこともないというほど
だった。
ヴァシーリー皇子は馬に乗って三の九倍の地
のかなた、三十番目の国に出かけた。長かったか、
短かったか、皇子は獅子の国に到着する。獅子
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の帝は言う。「七匹の子らよ！鉄の熊手を取れ、
私の老いた目の下に立ててくれ、私がよき若者
を見ることができるように！」見て、皇子がわか
ると喜んだ。「ようこそ、ヴァシーリー皇子！あ
なたがしてくれたことに報いたい、わがもとに客
として逗留してくれ、いくらでも望むだけ」皇子
に食事を出し、飲み物を出し、寝かせ、朝には
旅の支度をしてやった。そして皇子はまた旅を
して、旅をして、大蛇の国にやってくる。大蛇
の帝は喜んで、客をやさしく迎え、やさしく送り
出した。皇子はさらに旅を続け、カラスの国に
来た。カラスの帝は皇子を迎えてこう言う。「若
者よ、何のために私の実の兄の翼を折ったのだ
ね？この罪科のつぐないには、首をはねなけれ
ばならないところだが、仕方ない、死ぬほどの
恐怖で済ませることにしよう」いきなり皇子を翼
に乗せ、青い海に飛び立って、皇子を一番深い
ところで放り出した。ヴァシーリー皇子は落ちて、
水につかり、浮かび上がるとすぐに、カラスの
帝がつかんで陸地に運び出した。「さあ出かける
がいい、どこへ行けばいいかはわかるだろう！」
ヴァシーリー皇子はふたたび馬に乗って、さ
らに遠くへ行こうとした。よき馬が皇子にこう言
う。「しっかりつかまってください、ヴァシーリー
皇子！三時間と三分で三十番目の帝国に着かな
ければ。帝国の近くに、ロシアの勇士イヴァン
が迫っています。顔に縫い目があり、鼻には編
み目があり、舌にも縫った跡があり、足は子牛で、
耳は犬です。もし三時間と三分で行けなかったら、
彼が天下の美女を自分のものにしてしまうので
す」ヴァシーリー皇子は三十番目の帝国に着き、
ロシアの勇士イヴァンのそばを、稲妻が閃くよう
に駆け抜けた。二人は二十露里をへだててすれ
違い、馬を向き合わせて進め、戦闘用の棍棒で
殴りあった。恐ろしい音がとどろいた！打ち合っ
て、打ち合って、どちらも勝てない。よき勇士
たちは疲れて、たがいに三日間の休戦を申し出た。
ヴァシーリー皇子は天幕を広げ、休むために横
になり、勇士らしく熟睡した。
三日目の終わりになっても相変わらず眠って
いる。よき馬が皇子を起こし始めた。「ああ、
ヴァシーリー皇子！もう寝ている時ではない、起
きる時です、ロシアの勇士イヴァンとの戦いを
始めなければ」勇士たちは三十露里へだててす
れ違い、馬を向き合わせて進め、打ち合って、
打ち合って、どちらも勝てない。さらに三日間の
休戦となった。皇子は天幕に横になり、また眠
り込んだ。三日目の終わりに、よき馬が皇子を
起こす。「ああ、ヴァシーリー皇子！寝るのはた
くさんです、起きる時です。ロシアの勇士イヴァ
ンの首を落とさなければ」ヴァシーリー皇子は
飛び起きると、牡馬に急いで鞍をつけ、腹帯を
しっかりと締めた。元気づけのためではなく、
頑丈にするためだ。馬を進めると、皇子の下で
馬は飛び跳ねる、ロシアの勇士イヴァンが馬を
進めると、馬は泣いている。
五十露里をへだててすれ違い、馬を向き合わ
せて進め、打ち合うと―大地が揺れだした！ロ
シアの勇士イヴァンはしくじって、戦闘用の棍
棒が手から外れ、切っ先から下に地面に落ち、
深さ三サージェンのところまでめり込んでしまっ
た。ヴァシーリー皇子は馬を胸に命中させ、相
手の馬を湿れる大地にひっくり返し、勇士イヴァ
ンの首を落とした。「これで私に、若者に、道が
開かれた。響きの良いグースリを持って、天下
の美女の愛する庭へ行こう」グースリを持って
庭にやってきて、やさしく甘く演奏し、言葉で
表せないほどだった。
演奏を聞いて天下の美女は、ばあやたちとね
えやたちを呼び集め、ヴァシーリー皇子の肖像
画をもたせて、愛する庭へ行かせた。「走って
行って、よくよく見ておくれ、ヴァシーリー皇子
がやってきたのではないかしら？庭でグースリを
弾いているのは皇子ではないかしら？」ばあや
たちとねえやたちは走って見に行き、肖像画と
照らし合わせ、天下の美女のもとへ戻ってきて
報告した。「いいえ、あれはヴァシーリー皇子が
グースリを弾いているのではありません。似て
はいますが、皇子ではありません。ヴァシーリー
皇子はもっとずっと美しい！」天下の美女は答
える。「おまえたちは何て愚かなんでしょう！皇
子はこれまでに大いなる苦難を乗り越えてきた
のです、だから肖像画に似ていないのよ」自分
で庭に飛び出していき、ただちに自分に定めら
れた人だとわかって、皇子の白い手をとって、
御殿に招き入れた。二人は婚礼を挙げ、結婚を
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祝って、ヴァシーリー皇子の国に出かけた。継
母とお守り役を門のところで撃つよう命じ、皇
子と若妻は幸せに暮らしはじめた。
４　十二のねじのある指輪の話 (No.566)
昔々ある村に一人の息子と母親が暮らしてい
た。母は非常に年老いた老婆だった、そして息
子はお馬鹿のイワンと呼ばれていた。二人は窓
が一つしかないみすぼらしい小屋で、たいへん
な貧乏暮らしをしていた。どれほど貧しかった
かといえば、干からびたパン以外には、ほとん
ど何も食べるものがなく、それさえないことも
あったのだ。母は座って糸を紡ぎ、お馬鹿のイ
ワンはペチカに座って、灰をかき回して、悠々
と寝息をたてている。母もこんな風に言うばか
りだ。「イワーヌシュカったら、ペチカの灰の中
に座って寝息をたてるだけかい？どこか居酒屋
にでも行ったらどう、もしかして親切な人に会う
かもしれない、作男にでも雇ってもらえるかもし
れないよ、せめてパンの一切れでもあったらね
え！家にはもう私たちが食べるものも何もない
よ」「わかったよ、行ってみる！」お馬鹿は言う。
居酒屋に行ってみることにした。向こうからやっ
てくる人がいる。「どこへ行くのかね、お馬鹿の
イワン？」「雇ってもらって仕事をしようと思っ
て」「私のところへ働きに来なさい。これこれの
給金を出すし、その他もろもろ」イワンは同意
して、その人のところへ勤めることになった。そ
の人は犬を飼っていて、その犬が子犬を産んだ。
イワーヌシュカは一匹の子犬がとても気に入り、
その子犬の面倒を見ていた。一年が経ち、給金
の精算をしてもらう時が来た。主人はイワンに
金を与え、感謝したが、イワンは主人にこう言う。
「お金は要りませんや、あの子犬をください、あ
なたのところで面倒を見ていた子犬を」金を払
う必要がなくなったので主人も喜んで、イワン
に子犬を与えた。
イワンは家に帰った。母はこれを知ると、息
子のせいで泣きだした。「人さまはみんな真人間
なのに、お前一人だけがこんなに馬鹿で！食べ
るものが何もないというのに、今度はひとつ余
計な口ができた―犬に何を食べさせればいいん
だろう？」お馬鹿のイワンは何も答えず、ペチカ
に座って、自分は寝息をたてて、灰の中をかき
回しているだけだ。犬はイワンと一緒にいた。
少しだかたくさんだか時間が過ぎ、母はまたイ
ワンに言う。「ただ座っていてもなんにもならな
いだろう？居酒屋にでも行ったらどう、もしかし
て親切な人に会うかもしれない、作男にでも雇っ
てもらえるかもしれないよ」「わかったよ、行っ
てみる！」お馬鹿は言って、犬を連れて出かけた。
向こうから別の主人がやってくる。「どこへ行く
のかね、お馬鹿のイワン？」「雇ってもらって仕
事をしようと思って」「私のところへ働きに来な
さい」「いいよ！」二人は合意して、お馬鹿はま
た作男になった。その主人は猫を飼っていて、
子猫を産んだ。お馬鹿は一匹の子猫が気に入って、
かわいがって世話をした。精算の時が来る。お
馬鹿のイワンはまた主人に言う。「お金は要りま
せんや、あの子猫をください」「いいとも！」と
言う。こうしてお馬鹿は家に帰ってきた。母は
ますますひどく泣きだした。「人さまはみんな真
人間なのに、お前一人だけがこんなに馬鹿で！
食べるものが何もないというのに、今度は二つ
も余計な口を養わなくちゃいけないなんて」
イワンはこれを聞いて悲しくなり、自分の犬と
猫を連れて、野原へとでかけた。見ると、野原
の真ん中で焚火が燃えているが、何とも巨大な、
ばかでかい焚火だった！もっと近く、焚火のす
ぐそばまで近寄ると、焚火の中で蛇が身をよじっ
ていて、真っ赤に焼けた炭の上で燃えているの
が見える。燃えながら、イワンに人間の声でこ
んなふうに呼びかける。「ああ、お馬鹿のイワン、
私を助けて！私の魂と引き換えにたっぷり身代
金を払いますから」イワンは棒をつかむと、そ
の棒で蛇を焚火から引き出した。イワンが蛇を
引き出して、眺めると、彼の前にいるのは蛇で
はなく、美しい娘が立っていて、彼にこう言う。
「ありがとう、イワーヌシュカ！私をとても助け
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てくれたので、私はあなたをもっと助けてあげま
しょう。行きましょう」と言う。「私の母のとこ
ろへ。母はあなたに銅銭をくれようとするでしょ
う、貰ってはいけません、それは炭で、お金で
はないから。銀のお金をくれようとするでしょう、
それも貰ってはいけません、木端で、銀ではな
いから。あなたのために金を持ち出してくるで
しょう、それも貰ってはいけません、金は頭蓋
骨と煉瓦に化けるでしょう。礼には十二のねじ
のある指輪がほしいと言いなさい。くれるのを
渋るでしょうが、心配ありません、私のためで
すから、指輪をくれるでしょう」そしてすべてそ
の通りになった。老婆は重々しく腹を立てたが、
指輪をくれた。
そしてイワンは野を歩きながら思う。「いった
いこの指輪を使って何をすればいいんだろう？」
見回すと、あの娘が追いかけてきてこう言う。
「イワン、あなたが何を望んだとしても、これが
かなえてくれます。夕方、敷居に立って、十二
のねじを全部外しなさい。あなたの前に、
一万二千人の人間が現れますから、なんでも好
きなことを命じなさい、すべて叶いますよ！」イ
ワンは家に帰り、母には何も言わずに、ペチカ
に座り、寝息をたてたり、灰をかき回したりする。
夜が来て、どちらも寝床に入った。イワンは頃
合いを見計らって、敷居に出て、指輪の十二の
ねじをすべて外した。目の前に一万二千人の人
が現れた。「あなたは我らの主人、我らはあなた
のしもべです。お望みのことをなんでもお命じく
ださい！」イワンは彼らに言う。「こうしてくれ、
この場所に宮殿を建ててほしい、この世にまた
とないようなものを、そして私は金の寝台で寝
られるように、白鳥の羽根の上で、そして私の
母もちょうど同じようにしてくれ、そして御者と、
騎手と、従僕と、それからあらゆる強くて重々
しい人が庭の中を歩いて、私に仕えるようにし
てくれ」「さあどうぞお休みください」人々は彼
に言う。「すべてはお言葉の通りになりますよ」
お馬鹿のイワンが朝目を覚ますと、我ながら
驚いてしまった。金の寝台で、白鳥の羽根の上
で眠っている。高いお屋敷が立っていて、非常
に贅沢なので、皇帝陛下でさえこういうものは
持っていないほどだ、そして庭では、御者と、
騎手と、従僕と、それからあらゆる強くて重々
しい人がイワンに仕えている。お馬鹿は驚いたが、
こう考える。「よしよし！」そして鏡を見ると、
自分でも自分だとわからないほどだ。美丈夫に
なっていることといったら、ペンで書き表すこと
も、昔話で語ることもできないほどだ。それで
こそ、お屋敷に主人も釣り合うというものだ！す
るとそのとき、皇帝も目を覚まし（その場所には
皇帝陛下がおられた）、見ると、皇帝の宮殿の向
かい側に高いお屋敷がそびえ、その有様はとい
えば、まさに金の熾火のように輝いている。皇
帝は人を遣わして調べさせた。「誰のものだ？そ
してわがもとへ顔を見せに来させよ、いったい
何者であるのかを」イワンに報告する。「こう言
うがいい」と言う。「イワン皇子のお屋敷だと。
もし私に会いたいなら、もったいぶらずに自分
で来ればいい！」どうしようもなく、皇帝はお馬
鹿のイワンのもとへやってきた。それぞれ挨拶
をした、そしてしばらく後に、お馬鹿のイワンも
皇帝のところへ出かけて行った。皇帝にはとび
きり美しい娘の王女がいた。そしてこの娘は、
イワンにご馳走を運び、イワンが好きになって
しまった。皇帝に、イワンのもとへ嫁がせてほ
しいと頼むようになった。
すると皇帝も、今度は自分の番で、面子を立
てたいと思った。「嫁にくれというなら」と皇帝
は言う。「やらないわけではない。ただ、イワン
皇子よ、その前にひと働きしてほしい。私の娘
は高貴な生まれだ、娘と結婚する者は、あらゆ
る人の中でも、何においても最も優れていなけ
ればならぬ。あなたの宮殿から私の宮殿へ、金
の道が通るようにしなさい。川を越えて橋がか
かるように、普通の橋ではなく、片側は金の帯、
反対側は銀の帯になっているように。川にはあ
らゆる珍しい鳥や、ガチョウや白鳥が泳ぐように。
川の向こう側には教会を建てるように。ただの
教会ではなく、蜜蝋細工で、その周りには蜜蝋
でこしらえたリンゴの木が花を咲かせ、熟した
リンゴがなっているように。もしあなたが」と言
う。「このすべてを私に作ってくれるなら、娘は
嫁がせよう、しかし、作れないというなら、そ
れは身から出た錆だ！」皇帝は、これで好きな
だけイワンを笑いものにできると思った、しかし
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イワンはびくともしなかった。「いいでしょう」
と言う。「おまかせください。明日は婚礼の支度
をしてください！」そう言い残して立ち去った。
晩になって皆が床につくと、イワンは敷居に
立ち、指輪の十二のねじをすべて外した。目の
前に一万二千人の人が現れた。「あなたはわれら
の主人、われらはあなたのしもべです。お望み
のことをなんでもお命じください！」「これこれ
しかじかだ」と言う。「こんなふうに、そしてこ
んなふうにしてほしい」「承知いたしました」と
しもべたちは言う。「さあどうぞお休みください」
皇帝が朝目を覚まし、窓に近寄ると、目もくらむ
ばかりだった。三サージェンも跳びあがってし
まったほどだ。こうなっていたのだ。橋がかかっ
ていて、片側は銀の帯、反対側は金で、燃える
ように輝いている。川にはガチョウや白鳥や、あ
らゆる珍しい鳥がいる。川の向こう岸には、白
い蜜蝋でできた教会があり、教会の周りにはリ
ンゴの木が生えていて、葉はなく、むき出しの
枝が突き出している。皇帝は考える。「さて、具
合の悪いことになったものだ、娘の婚礼の支度
をしなければ」支度をして出かけた。家を出ると、
リンゴの木には芽が出始めた。橋を渡ると、リ
ンゴの木は葉で覆われはじめる。教会に近づくと、
リンゴの木には白い花が咲き始める。婚礼を終
えて出てくる時間になるとただちに、下僕たちと
あらゆる人びとが出迎えて、金の皿に熟したリ
ンゴが落ちてくる。このようにして婚礼を祝い、
酒宴や舞踏会を催した。酒宴は三日三晩続いた。
少しだか、たくさんだかの時間が過ぎ、王女
はずっとイワンのそばにいてこう尋ねるように
なった。「私の大切なだんなさま、教えてくださ
いな、どうやって作ったのですか、橋も一晩で
架けて、蜜蝋の教会も建てて？」お馬鹿のイワ
ンは長いあいだ妻に話そうとしなかった。しかし、
妻をとても愛していたので、そしてあまりに妻が
求めるので、語って聞かせた。自分には十二の
ねじのついた指輪があって、こんなふうに扱わ
なければならないのだ、と。さて、ふたりはしば
らく暮らしたが、困ったことに、王女は下男の
一人にほれ込んだ。すらりと背が高く、頑丈で
ハンサムだった。二人はしめし合わせて、夫か
ら指輪を盗んで持ち去り、自分たちも海の向こ
うへ行って暮らそうということになった。夜が来
ると、妻は指輪をそっと抜き取って、敷居に立ち、
十二のねじをすべて外した。すると目の前に
一万二千人の人が現れた。「あなたはわれらの女
主人、われらはあなたのしもべです。お望みの
ことをなんでもお命じください！」妻は彼らに言
う。「この宮殿をそっくりそのまま海の向こうへ
持って行きなさい、そしてこの場所には、もと
の小屋が建っていて、その中に私の夫、お馬鹿
のイワンがいるようにしなさい」「さあどうぞお
休みください」しもべたちは言う。「すべてはお
言葉の通りに果たされるでしょう」
朝、イワンが目を覚ましてみると、自分は莚
に寝ていて、穴だらけの長上衣をかぶっていて、
お屋敷は跡形もない。激しく泣いて、皇帝のと
ころへ、しゅうとのところへでかけ、庭に入って、
婿が訪ねてきたと取次ぎを頼む。皇帝はイワン
を見てこう言った。「おまえは何という乞食だ！　
お前が私の婿であるはずがない。私の婿は金の
お屋敷に暮らしていて、銀の馬車に乗っている。
こやつを捕えて石の柱に閉じ込めてしまえ」言
われたとおりのことが行われた。イワンは捕えら
れ、石の柱に閉じ込められた。しかし犬と猫は
イワンのそばを離れようとせず、一緒に投獄さ
れて、抜け穴を掘り、その穴ごしにイワンに食
べ物を運んでくる。
そしてあるとき、二匹はこう考えついた。「犬
さん、こうしてここにいて、手をこまねいていて
もしょうがないね！海の向こうへ一走り行って、
指輪を取り戻してこよう」そして思いついたと
おりに実行した。海を泳いで渡ったら、そこに
見える。彼らの屋敷がそびえていて、王女はあ
の下男と一緒に庭を散歩し、夫の悪口を言って
いる。「犬さん、ちょっとここで待っていて、お
屋敷に忍び込んで、指輪を持ってくるから」と
猫が言い、でかけていった。「ミャウ　ミャウ！」
ドアの下で鳴く。王女はこれを聞きつけた。「あ
ら、あの人でなしの猫だわ」と言う。「入れて食
べさせてやってちょうだい！」猫は中に入れても
らい、食べさせてもらったが、ずっと部屋から
部屋へと歩き回って指輪を探した。するとペチ
カがあって、ペチカの上にガラス瓶があって、
瓶の中に指輪が入っているのが見える。猫は喜
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んで考える。「しめしめ！あとは夜を待ち構えて、
あの指輪を手に入れて、家に帰るだけだ」皆が
寝静まると、猫はペチカの上に跳びあがって、
そこから瓶を倒した。瓶は落ちて壊れ、猫は指
輪を口にくわえると、ドアの下に隠れた。家の
中ではみんなが目を覚ました、王女その人も起
きた。瓶が壊れているのを見つけて、こう言う。
「ああ、これはきっと、あの人でなしの猫が壊し
たのだわ。外に追い出しなさい！」猫は外に追
い出されたが、喜んで犬のところへ駆け戻る。
「さあ、犬さん、指輪を手に入れましたよ！あと
は急いで家に帰るだけ」
そして海を泳いで渡り始めた。泳ぎに泳いで、
長いあいだ泳いで、もし犬が疲れたら、犬は猫
に乗り、猫が疲れたら犬に乗る。こうして何と
かしのいで、岸までもうあと少しになったところ
で、犬が疲れ果ててしまった。猫はそれを見て
犬に言う。「私に乗って！疲れたでしょう！」猫
がそう言ったとたん、指輪は口からこぼれて水
にどぶんと落ちた！どうしようもない。岸に泳ぎ
着いて、うろうろ歩いて激しく泣いたけれど、そ
うしているあいだにお腹も空いた。犬は野原を
駆け回ってスズメをつかまえ、猫は岸を歩き回っ
て、波のように飛び出してくる小さな魚をつかま
える。それを食べ物にするのだ。すると突然、
猫が叫ぶ。「ああ、犬さん、早くこっちへきて！
指輪をみつけた！魚をつかまえて食べたら、魚
の中にこの指輪があった」さて、二匹はとても
喜んで、イワンのもとへ指輪をもって駆けていっ
た。
イワンは夜まで待って、十二のねじをすべて
外した。目の前に一万二千人の人が現れた。「あ
なたは我らの主人、我らはあなたのしもべです。
お望みのことをなんでもお命じください！」イワ
ンは言う。「この石の柱をばらばらにしてくれ、
ちりも残らないようにしてくれ、そして海の向こ
うから私の屋敷をそこにいる人ごと、そこで眠っ
ている人ごと、そのまま持ってきてくれ、前に
あった場所に置いてくれ！」ただちにすべてが
そうなった。朝、イワンは自分のしゅうとである
皇帝のところへ出かける。皇帝はイワンを迎え、
一番いい席に座らせる。「大切な婿よ、どこにい
たのかね？」イワンは言う。「私は海の向こうに
いました」皇帝は言う。「ほうほう、海の向こう
か！急用だったのだろうな、しゅうとに別れの挨
拶にも来られなかった・・。そなたが留守のあ
いだに、私のところに乞食がやってきて、私の
婿だと名乗るのだ。私は石の柱に閉じ込めるよ
うにと命じた、そこで」と皇帝は言う「きっと死
んだだろう！さて、大切な婿どの、どんなところ
に行って、どんなものを見てきたかね？」イワン
は言う。「私が見たものは、さまざまです。海の
向こうでは、こんなことがありました、誰もが判
断に困っているのですが」「どんなことかね」「こ
んな話です！あなたは知恵のある方でしょう、皇
帝としての知恵で判断していただけますか。と
ある夫のもとに妻がいたのですが、夫が生きて
いるのに愛人を作り、その愛人とぐるになって
夫から盗みをはたらき、一緒に海の向こうへ逃
げようとして、今、その男と一緒に床に入って
いるのです。そんな妻はどうするべきだと考え
ますか？」「皇帝の知恵を使うなら」と言う。「こ
んな言葉を言うことになる。その二人を捕えて、
馬の尻尾に結びつけて野に放せ、とな。それこ
そふさわしい罰だ！」「そういうことなら、それ
がよいでしょう！」とイワンは言う。「私のとこ
ろへ行きましょう、もう一つの見もの、驚くこと
をもう一つお見せします」二人は出かけ、寝室
に入る。そこでは王女が、下男と抱き合いながら、
金の寝台で眠っている、白鳥の羽根の上で、何
も知らずに。これではもうどうしようもない、皇
帝の言葉に従って、二人を馬の尻尾に縛りつけて、
馬を野に放った。これがふさわしい罰だった！イ
ワンはその後、世にも美しい娘、火から救い出
した娘と結婚し、しあわせに暮らしはじめた。
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